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1 漁況海況予報事業

担当とりまとめ 今村 明

(目的)

沿岸、沖合定線観測調査とスルメイカ漁場一斉調査を行い、日本海及び湾の重要魚種との

関連を研究すると共に、漁況海況情報を正確かつ迅速に普及公報することにより、漁業経営

の安定に資する。また、日本海における漁況海況情報事業試験(漁業情報サーピスセンター)

に対して情報を提供する。

(方法}

「漁況海況予報事業実施方針J(水産庁)、 「昭和 50年度漁況海況予報事業調査指針」

(日水研)、 「昭和 50年度日本海におけるスルメイカ漁場一斉調査及び稚仔分布調査実施

要領J(日水研)、 「昭和 50年度日本海における漁海況情報事業試験実施要領J(漁業情

報サーピスセンター)によって実施し、国庫半額補助事業である。

(実施状況}

(1)沿岸定線海洋観測調査(二一 7線)

調査年月日 観測点 調査員名 稚仔分布調査 使用船舶 備 考

50. 4. 2- 4 26点 浦本巳之重 マイワシ 立 山 丸

4.30- 5. 2 " 今村 明 マイワシ " 
5.29- 5.31 " 今村 明 マイワシ 11 

7. 7- 9 17点 山田、今村、土井 はやっき

8. 5- 7 26点 土井捷三郎 第 18富山丸

9. 2- 10 " 山 回 稔 スノレメイカ 11 一斉調査同時実施

10. 1- 3 " 滞本巳之重 スルメイカ " 
11. 4- 6 " 今村 明 スルメイカ " 
12. 2- 4 11 土井捷三郎 11 

51. 1.13 2点 小谷口 正樹 11 

2. 2- 9 26点 今村 明 11 沖合定線同時実施

3. 1- 3 11 山 回 稔 五r

(2) 沖合定線海洋観測調査(T線)

使用船舶 備 考調査年月日

51. 2. 2-

調査員名

今村 明 l第18富山丸|沿岸定線同時実施、 BT観測j有
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(3) スルメイカ漁場一斉調査

観測線及び定点

50. 6. 2- 7 すの 3線24点

50.9. 3-10 すの 1線 18点

(調査結果)

調査員名

今村

山 田

明

稔

稚仔分布調査| 使用船舶

立山丸

2 0点 |第 18富山丸

調査結果は水産庁から「水産試験研究機関海洋観測資料」として公表される予定。県内漁

業関係者には「富山湾漁海況概報」で通報した。また、昭和 50年度北部日本海漁海況連絡

会議(9月、富山県立山町)、昭和 50年度日本海漁海況連絡会議(3月、新潟市)、昭和

5 0年度第 1回(6月、新潟市)、第2回(9月、鳥取市)スルメイカ長期予報会議に会議

資料として報告した。

2 沿岸漁況観測事業

項国および担当者

l 漁況および情報の収集と情報提供 油谷三郎・大森栄子

2. 湾内特徴種(ホタルイカ・シラエピ・シラブゲ等)の漁業実態および生態調査と漁況予

測 山田稔・今村明・土井捷三郎

3 コンピューターによる情報・資料の整理および調査結果の解析に関する研究

山田稔

I 漁況および情報の収集と情報提供

1 漁況および情報の収集

県下の主要漁業根拠地〔氷見・新湊・滑JIICホタルイカの漁期のみ)・魚津・黒部〕にお

ける.漁業別・魚種別の漁獲量を、各地に依頼した漁業協同組合職員に記録してもらい、電

話で通報する方法によ って収集した。さらに、他府県における、漁況その他の情報を、電話、

テレックスなどで収集した。

2 情報提供

収集した毎日の漁獲量を、地区別、漁業種類別、主要魚種別(3 9種)に旬計をし、さら

に過去 3ヶ年の同期漁獲量および 1月1日からの累積漁獲量を算出し、これらを一覧表に作
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製した。この表を漁況旬報として印刷し、 4月上旬からよく年3月下旬まで、毎旬関係機関

に配布した。合計 36回であった。配布先は、県内漁業協同組合、主要漁業者、加工業者等

で75通であった。

この事業を実施するにあたり、協力いただいた方々を下記に示し、深謝する次第です。

・氷見販売漁業協同組合連合会 浜本秀喜・笹原喜

・新湊漁業協同組合 野村善雄・村井勝二

・滑 JII 11 石倉サツ

・魚津 H 島崎 博

-黒部 11 田中 満

1 湾内特徴種(ホタルイカ@シラエピ・シラフゲ等)の漁業
実態および生態調査と漁況予測

1 ホタルイ力

ア.50年の漁況予測と結果

昭和 50年のホタルイカ漁況の見通しを、 3月 20日付「ホタルイカ概報」に発表した。

その内容は、平年(1， 9 0 0トン)を下廻る漁況となろうが昨年より悪くはならない。漁

期はやや遅れ、最盛期は、 5月上旬になる、 とした。

5 0年の漁獲量は1， 248トン(4 9年 1，0 2 6トン)と、ほぽ予測(1，20 0 -1，5 0 0 

トン)通りの結果になったが、漁期の遅れがみられ、 5、6月に好漁があり、漁獲が7月

中旬まで続いた。

イ.生態調査

漁獲されたホタルイカの測定(外套背長・体重・卵巣重量)を行った。その測定尾数は、

下記に示すとおりであるo

ホタルイカの測定結果

測定月日 測定尾数 採集場所 測定月日 測定尾数 採集場所

4月 4日 100 魚 津 5月 28日 100 魚 津

1 1 100 11 6 3 100 11 

1 8 100 11 6 1 0 100 11 

2 5 100 11 6 1 7 100 H 

5 2 100 11 2 5 100 グ

8 100 五γ 7 1 100 11 

1 7 100 11 1 0 100 " 
2 3 100 11 1 5 100 • 11 
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なお、ホタルイカの生態に関する調査結果は、順次研究報告としてとりまとめ、発表する

予定である。

2 シラエピ

昨年度にひきつづき、漁獲物の精密測定と、漁業の実態調査を実施した。

なお、 49年の結果の一部を「日本海区水産試験連絡ニュースJN!l.285に報告した。ま

た、研究報告として、 「富山湾産シラエビの生物学(予報)Jおよび「富山湾のシラエピ漁

業」という題でとりまとめ、印刷、公表した。

シラエピに関して.東京大学海洋研究所、研究船「淡青丸」が、富山湾で調査を行い、大

森信博士によって、新種とみなされた。この結果は、日本海洋学会で発表、公表される予定

である。

なお、生態調査に関して、 IKMTトロールによる採集調査を実施する予定であったが、

予備試験の段階で、不都合がおこり中止した。

3 シラフゲ

漁業の実態に関する予備調査を行い、漁獲量、漁具、漁法等について資料を整理した。

なお、シラフゲは、和名アキアミであるが、これに関する情報はまったく今後の課題であ

る。

][ コンピユーターによる情報・資料の整理および調査結果の解析

に関する研究

富山県庁に導入された、大型電子計算機、 FACOM230-45-Sを利用して、下記の

項目に関して実施した。

1 定置網漁獲量に関して

水試漁況収集地区における漁獲量資料のうち、定置網による漁獲量をM.Tに入れた。

出力資料:旬別地区別漁獲量の一覧表、魚種別旬男Ijj;也区別漁獲量の一覧表、魚種別旬別

漁獲量の一覧表、月別地区別漁獲量の一覧表、魚種別月21腕主区別漁獲量の一

覧表、魚種別月別漁獲量の一覧表、年別地区別漁獲量の一覧表、年別魚種別

漁獲量の一覧表、年月魚種別地区別漁獲量の一覧表

2 富山湾定期海洋観測(ニー7線)資料について

漁海況予報事業で実施している定期海洋観測データー(透明度・水温・塩分・塩素量)を
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M.Tに入れた。

出力資料:定点別測定値及び力学計算結果の一覧表、富山湾の年別層別平均水温一覧表、

富山湾の年別層別平均塩分の一覧表、富山湾沿岸域の層別平均水温一覧表、

富山湾沿岸域の層別平均塩分一覧表、水温の定点別層別最大値、平均値・最

小値・及び分散・標準偏差一覧表、塩分の定点別層別最大値、平均値・最小

値・及び分散・標準偏差一覧表

3 魚体測定資料について

沿岸重要資源調査で実施している魚体測定データーを整理する。

出力資料:魚種別測定結果一覧表、平均体長、平均体重、体長と体重との関係式、階級

別測定尾数、標本船の階級別漁獲尾数、標本地区の階級5J1j漁獲尾数、水試収

集地区における階級別漁獲尾数

4 水質調査資料について

定置汚水拡散調査事業で実施している、水質調査データーを整理する。

出力資料:調査地点別、測定項目別結果一覧表

5 その他

重回帰分析データーの整理

出力資料:入力データーの合計・平均・ 分散・標準偏差・変動係数・相関係数行列・偏

差平方和・積和行列・ガウスC定数行列・分散分析表・重相関係数・偏回帰

係数・標準回帰係数・偏回帰係数の標準誤差 ・回帰定数

く〉漁海況概報に関するアンケート

漁海況予報事業において、実施している、海洋観測の結果および、沿岸観測事業において実

施している漁況収集の結果をとりまとめて、毎月 1回漁海況概報を発行しているが、この概報

の評価について、アンケート形式により調査を行った。

この結果は、下記のとおりまとめて公表した。

漁海況概報に闘するアンケー卜調査結果報告書

1 邑 的

( 5 0.8.8現在)

漁海況情報のサービスに関する資料収集のため、アンケート調

査を実施しましたので、その結果を下記のとおり報告します。
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２　回収率　　5 1.9脊（７７通発送に対して４０通の回答）

３　調査結果

　巾　漁海況概報を読んでいますか。

　　　　　い　る（１００多）　　　　いない（　　Ｏダ）

　（2）漁況と海況とのうちどちらをよく読みますか。

　　　　　漁　況（　７５脊）　　　　海　況（　１０侈）　　　　　両　　力（１５脊）　

（3）海況の予報を参考にしていますか。

　　　　　い　る（67j4）　　　　いない（１７５俤）　　　　　回答なし∩５俤）　

（4）漁況の予報を参考にしていますか。

　　　　　い　る（9 2.5侈）　　　　いない（　7.5膏）

　（5）今後も概報を送ってもらいたいですか。

　　　　　欲しい（１００俤）　　　いらない（　　Ｏ侈）

　（6）内容は今後どのようなものが必要ですか。

　　　　　このままでよい（7 2.5多）　　変えてもらいたい（15.0脊）　回答なし∩2.5悔）

（調査結果登載印刷物）

　富山湾の水産資源及び漁業に関する調査研究報告書（第１報）富山水試

◇電算組織利用によるデーター処理と事務機械化の研究

（自　　　的）

　　電算組織利用により多量なデーターを迅速に処理し、事務の能率化を図ると共にデーター　

の整理・保存を行う。又、電算組織利用により高度の科学的研究手法を導入して、データー　

の解析を行う。

（５０年度の業務内容）

　巾　漁況（定置漁業）マスターの作成

　　　定置漁業の漁況を旬単位に編集して、マスターテープを作成した。

　（2）海況マスターの作成

　　　漁海況予報事業で実施している富山湾の海洋観測データーを用いて、力学計算（ダイナ　　

ミック・デプス・アノマリー計算）結果を加えたマスターテープを作成した。

　（3）各種基本統計表の作成

　　　（1）及び（2）で作成したマスターテープを用いて基本的な統計表を作成した。

　　　漁況関係の統計表　　　　８編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－６－

－一一



海況関係の統計表 1 8編

(4) 技術計算用プログラムの開発

回帰分析・多変量解析・生物測定データーの整理等に必要なプログラムを合計9本開発

した。

(方法)

富山県(電子計算課)で使用している大型コンピュータ-(FACOM230-45S)

を使用した。海況・漁況のマスターテープ作成のシステムは電子計算課と共同開発した。そ

の他は自主開発した。

(業務内容登載印刷物)

電算組織利用による水産研究の手法開発について(5 0年度富山県水産試験場業積集)

3 沖合漁場開発調査

とりまとめ 山田 稔

I 日本海マス流網漁業調査

(同的}

日本海沖合のマス類の資源動向を明らかにし、国際的な資源評価に必要な役割を果たす基

礎資料を収集すると共に、本県当業船に適切な漁業指導を行うことを目的とする。

(実施状況)

(1)調査期間 昭和 50年3月-5月

(2) 調査船 立山丸(104トン・ 310馬力)

(3) 調査海域 日本海沖合海域

(調査方法)

水産庁が定める『日本海マス調査要綱』による。

(調査結果の概要}

(1) 漁況の概要

漁況は 4月下旬頃まで、振わなかったがそれ以降は魚体の成長にともなってもちなおした。
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　調査船の流網反当漁獲尾数の推移も同様な傾向であった。漁期当初から４月にかけて振わ　

なかった原因として魚体が小さくて流網の目合に適合しなかったものと思われる。

（2）魚体について

　　一般に豊魚年の魚体は小さいが調査船の資料によると５０年のカラフトマスの魚体は５　

月上旬頃までは、これまでの豊漁年に比較して小さめであったが５月中旬から急速に成長　

し６月には豊漁年の平均的な魚体を若干上廻った。

（3）試験船による資源調査結果

　　試験船の流網による試験操業の平均反当尾数は２・３３尾で、これは前回の豊漁年（y48　

年）にくらべて大きく、前々回の豊漁年（４６年）にくらべて小さい。又、５月中旬に行っ　

た一斉調査結果によると同時期のカラフトマスの資源量指数は８６・４で、これは４８年　

との比較では反当尾数と同様に大きくなっている。

（調査結果登載印刷物）

　昭和５０年度日本海ます調査記録（水産庁日本海区水産研究所編）

Ｕ　沖合スルｊイカ漁場調査

（目　　　的）

　　夏期から秋期にかけて、沖合スルｊイカの分布状況を調査し県内出漁業者に有意義な情報　

を伝達すると共に、安全操業指導を実施しようとするものである。

（調査期間）　　

第１次調査　　

第２次調査

５０年７月２８日～８月　２日

５０年８月１８目～８月２３日

（調査海域）

　大和堆附近を中心とする日本海仲合

（調査船）

　第１８富山丸（９６トン・４７０,叫力）

（調査方法）

　水産庁の定める『スルメイカ資源調査要領Ｊ

８



(調査結果の概要}

漁場と漁況の推移を県内出漁船の操業範囲から追跡してみると 5月-6月中旬は、へくら

島~猿山沖へ出漁し6月下旬からは例年より沖寄りに漁場が形成され北大和堆と北大和堆の

中間海域へ出漁した。 8月に入ると大和堆附近を中心に広い海域で操業していた。 9月に入

ると一部の漁船は北海道海域(色丹島附近)へ出漁したが日本海へ出漁した漁船は漁場をや

や南側へ移行し10月以降は徐今に南下し10月下旬では猿山沖まで南下し 11月下旬には

終漁している。

漁況は 5月中旬-6月上旬までは 48， 4 9年を上廻る好漁で 1航海平均2・7トン程度

の漁況を示した。 6月-8月頃までは 49年同期をやや上廻っていたが 9月以降は不安定と

なり 49年並み~やや下廻るi漁況であった。全般的には 49年を上廻る漁獲量を示した。

(調査結果登載印刷物)

昭和 50年度沖合スルメイカ調査記録(昭和 50年度富山県水産試験場業績集)

小型船による沖合スルメイカ漁業の実態調査報告

(昭和 50年度富山県水産試験場業績集)

4 定置漁業技術改良試験

担当とりまとめ 今村 明

(試験目的)

富山湾における漁獲の大半は定置漁業によって占められている。この定置漁業の効率化を

目途とし、定置漁業技術改良の調査研究を行うものである。

i 富山湾におけるパイオテレメトリーシステムによるブリ生態調査

〈邑的)

バイオテレメトリー技術を使って富山湾におけるブリの生態及び定置網に対するプリの行

動を明らかにしようとするもので、石川県水産試験場と共同で実施する。

(方法)

プリに超音波送信器(測深ピ γガー)を下腹部曳航方式で装着放流し、舷測設置受波器に

よる追跡方法で調査した。同時に追跡海域の環境調査も実施した。
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(実施状況)

使用船舶 石川水試:白山丸(1 1 9.2トン)追跡調査

実施期間

実施海域

供試魚

富山水試:No. 1 8富山丸(9 6. 5 7トン)環境調査
昭和 50年 11月 17日-24日(2回)

別図のプリ水平移動図に示すとおり富山湾内

調査 1回目(尾又長 85. 5 cm. )追跡時間 2 3時間 6分

追跡距離 4 3.7 km 
調査2回目(尾又長 74.0 cm. )追跡時間 6 2時間 50分

追跡距離 8 O. 6km 

(調査結果の概要)

(1) 昭和 49年度同調査から得られたブリの水平、垂直速度、活動表、遊泳パターン等は今

年度調査においてもおおむね同じであった。

(2) 環境要因との対応では、移動をみる場所は、沿岸の渦流域の流動に関係して水温より塩

分との関連がみられた、また、ブリは冷水塊がある場合、その中には突入しない。

(3) 定置網との対応では、ブリの単一行動は網への接近位置により入網と通過の相違がある

のではなし、かと推測された。

(調査結果登載印刷物)

能登地域漁業開発調査報告書(昭和 50年度)水産庁、石川県水産試験場

富山湾におけるパイオテレメトリ システムによるブリ生態調査結果(パンフレット)

H 定置漁場の精密測量

(昌的}

朝日町赤川地先の共同漁業権内で新しく小型定置網を敷設するため、漁場水深図を作成し、

敷設位置を決定する。

(方法)

海上固定標識旗基点測深調査方法(海上基点 16点、陸上基点 3点)

(実施状況)

調査期限:水深測量(昭和 50年 10月21日)

陸上測量(昭和 50年 10月20-2 1日)

調査海域:朝日町赤川地先(小川沖合)

使用船舶:はやっき(1 9. 9 7トン)

測深水儀 :FM-3A型(2 0 0 KC ) 

-1  0ー
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(調査結果}

図面尺度 1/5000の漁場水深図を作製

5 沿岸重要漁業資源委託調査

とりまとめ 池谷三郎 土井捷三郎

(届的)

回遊性沿岸重要魚種の生物学的情報の収集、なお、この調査は国の委託調査で継続実施，し

ているものである。

(方法)

「昭和 50年度沿岸重要漁業資源委託調査要綱J(日本海区水研)による。

(実施状況)

魚体測定

魚種名 回数 測定総尾数 備 考

マイ ワ シ 1 3 1，055尾 小羽~中羽中心

ウノレメイワシ 6 510 小ウルメ~中ウルメ中心

カタクチイワシ 2 1 1，950 小カタクチ~大カタクチ中心

-マ ア ジ 3 6 3，321 スーパー~小アジ中心

ーマ サ ノ、 9 685 ナンキンサパ~ギリサパ中心

プ リ 類 1 2 545 当才魚中心

スルメイカ 8 235 定置網漁獲物

(調査結果)

調査結果は調査要綱の様式に従い日本海区水産研究所に報告した。また、湾内の重要魚種

の資源水準の動向は次表のとおりである。

昭和50年度における資源水準の評価

魚 種 名 資源水準の評価

イ -マ イ ワ シ 増加傾向
ワ
ウルメイワシ 減少傾向シ

類 カタクチイワシ 横ばいながらも増加傾向

-マ ア 二/ 局地的漁あり、増加傾向

可否F サ J、. 低水準で横ばい

フ リ 類 当才魚増加傾向

ス ノレ メ イ カ 増加傾向

(調査結果登載印刷物)

昭和 50年度、沿岸重要漁業資源調査報告書〔富山水試資料5号〕
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6 漁村青壮年育成対策事業

取りまとめ 西野健雄

(目的)

沿岸、中小漁業のにない手となる漁村青壮年を育成し、その質的向上と若年労働力の確保

を図るため、国庫半額補助事業で下記の事業を実施して本県沿岸漁業の振興に資する。

(事業の内容)

(1) 漁業技術研修会

開催場所 開催期日又は 講 師
名称 研修休磨 参加人員

所 名(会場〉 開催時期 属 氏

富水山産県会森林館 日年 5月12日 24人 県水産課長 三宮 旦

(富山市〉 県水産試験場長 小坂光昭

グループ ー外ム、ー 上 50年 8月22日 60 県漁連専務 土肥誠一部

指導者 ーノよ¥ー 上 50年11月 7日 40 曳主匂熊業特努Ij指導員 岡野吉衛

研修会 ほくりく荘 51年 1月31日 2 5 日本海区氷J産研質問

石川県山中町〕 51年 i月 1日 25 資源部第三室長 渡辺和春
全漁連考査役 秋山博一

小言十 ど/ 4 回 延ベ 5日 亙丘、く 174 

----------
延べ 10人

氷 見 市 50年 8月23日 25 普 及 員 浜谷 忠

生産技術
めじの曳 新湊 市 50年 8月24日 25 

幸被術習 富山 市 50年 8月25日 1 ;) 県水試課長 西野健雄
研究会

手鞠修 魚津 市 50年 8月26日 20 

黒部 市 50年11月 2日 1 5 11 研究員 土井捷三郎

小計 ~〆 5 回 延ぺ 5日 延ベ 100

----------
延べ 15人

言十 ~ 9 回 延べ 10日 延べ 274 ----------
延べ 25人

(2) 先進地視察

視察地 視察技術の概略
視察関作t又

日程 参加者 標葉後の報告方出。概要 備考
は視醐間

普及員 1人
指導者およひ空産技術研

めじ曳潟職業技術の 昭50.7.29
4日間兵庫県 修会において報告検討し

導入 昭50.8.1 研究会員 18
印刷胸こして配却した。

くるまえび中時誠 昭 50.9.4 普及員 1人
石川県 2日間 ~ 上

技術d尊入 昭 50.9.5 研開会員 35

計 1--------~ 2 班 延べ 55 --一一一-
-1 3ー



(3) 導入技術試験

実施項目 導入失進地 実施方法概要 実施場所
実施時期

実施者
実施後の普及

備考
(期日〉 方法の概要

身章県から導 氷見制中合 指導者およひ生
めじ瑚踊

入した漁具漁 芳藤市沖合 普及員 商交都形階会に昭 50.11.17
業の漁具ぬ 兵庫県

法の改良試 (滑苦山〉
法~良誤験 富山市沖合 ならびに おし、て報告権サ

験
港漁協

を各地で実施 魚津市階 昭50.11.29 各研実詮 し印届肱Wこ国己

した 黒部市沖合 布した。

計 ト~し~I~ 7日間 レ/レ------------

(調査結果登載印刷物)

昭和50年度水産技術交流調査報告書 富山水試

7 さけ、ます増殖調査

奈倉 昇、菅野健治

I 沿岸水域調査

(邑的)

さけ、ます再生産の維持拡大のため、沿岸水域におけるさけ稚魚の生活の実態を明らかに

し、河川内における人工増殖を事業の整備充実と併せて適正な漁業並びに増殖管理体制の確

立に資することを目的とする。

(実施状況)

l 調査期間 昭和50年4月-5月

昭和51年2月-3月

2 調査項目

ケ)沿岸漁具による混獲稚魚の標本調査

付)生育環境調査

(ウ)河川の実態調査
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3 調査結果の要約

(1)沿岸滞留期間について定置網の稚魚の入網状況からみると、 4月上旬~中旬に最も入網

数が多く 5月上旬に急激に減少していることからみる湾内沿岸水域の滞留が5月上旬頃ま

でと推察される。

(2) 生長については降海した稚魚は沿岸水域の滞留期間中に 6.5 -7. 5 cm ( F L )程度まで

生長している。

(3) 食性については主に検脚類・魚卵・陸生昆虫・アミ類などがみられる。又混獲魚種では

ほたるし、かが90%を占め、その他わずかにかたくちいわし、さばなどがみられる。

(4) 稚魚が最も多く採取される富山~魚津地先の水温、塩分についてみると、さけ稚魚の沿

岸滞留期が一応限界水温と考えられる 15 'cに至る時期は5月上旬頃になっている。叉塩

分では神通JI司可川水流入を強く受け、 7-30%と変動が大きい。

(5) 環境調査水域のプランクトンは表層において、 Skeletonema、Cha e t 0 C e r 0 S 

Nitzshia などの珪藻類の発生量が著しく Cop epoda類は少なし、。しかしながら10m!曹

になると Copepodaはやや多くみられる。 叉この他にほたるいか卵は稚魚の摂餌の割に

は少量であった。

H 河口通過稚魚観測事業

(目 的)
奈倉 昇

河川内の稚魚の減耗の機構とその度合いを明らかにすることを目的とする。従ってこの事

業は人工ふ化放流をより効果的にするためのもので稚魚の放流後から河口までの聞における

降海時期移動状態などの生態的知見を得ることに重点をおく。

(実施状況)

(1)調査期間 昭和51年2月-4月

(2) 調査河川 神通JII(水路橋地点)

(3) 調査項目

(7) トラップによる稚魚サンプリング調査

付)河川状況観測 水温、流速、水位、水色

(ウ)環境条件調査 水温、水位、 PH、流下昆虫量、底生生物

(調査結果の要約)

(1)時間的降下量の推移について

第1回の調査では放流時に増水があったため稚魚の通過時は 16.0 0 -2 O. 0 0に集中
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しているが第2、3回の平常時では 20.0 0 -2 4.0 0がピークになっている。なお放流

地点から観測地点の距離は 11 Kmある。

(2) 稚魚通過量について

第1回の稚魚のトラ ップ乗網率は48時間で 26.1%の相対通過量を示したが第2、3

回の 24時間観測では3.66%、 0.7%と非常に小さい相対通過量を示した。

(3) 神通川の2月下旬-4月上旬の水温変化をみると 50-10'Cである。

E さけ・ます増殖環境調査
菅野健治、奈倉昇、高松賢二郎

(目的)

さけ・ます資源増大のため、従来さけ・ます増殖に利用されなかった河)1¥の潜在的生産能

力を計り、これを開発すること河川環境変化の著しい河川を総合的に調査し、より一層の資

源増大の方途を探ることを目的とする。

(未利用河川調査)

(1)調査対象河川 白岩)1¥( 2級河川)

(2) 調査期間 昭和50年9月-5 1年3月

(3) 調査項目

ア.物理・化学的・環境調査

イ.生物環境調査

ウ.その他の環境

(4) 調査結果の要約

水温、 PH、DO、BOD、ss
生息魚種、そ上生態、流下昆虫

河川工作物の所在、仕様

河川の漁業実態

ア.水温は8月に最高 27 'c台、 3月に 2'C台となる。 PHは水温と逆の変化を示し高温

時に低下し、低温時に上昇する傾向がみられ、 河口附近で 5-9月に 6.4-7.5 

示した。 BODについては上流で 1P pm以下で、河口附近で 0.8-3. 6 P P m 

と有機汚濁が著しし、。 ssは極めて変動が大きいが 80%程度は25 ppm 以下で、
ある。

イ.白岩川水系におけるさけのそ上について主要産卵場は10年前Tでは神田橋附近でそ上数

5 0 -7 0尾程度であったが現庄はそれより下流の横越橋附近で、そ上上限は河口よ

り10 K市上流まで、 そ上期は 10月下旬-11月下旬である。

ウ.さけ稚魚の降下は見られず、放流は48年に1万尾されたにすぎない。

(環境変化調査)
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（1）調査対象河川　　黒部川（１級河川）

　　　　　　　　　　角　川（２級河川）

（2）調査期間　　昭和５０年９月～５１年３月

（3）調査項目

　ア・物理・化学環境調査　　水温、ＰＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、ＳＳ

　ィ・生物環境調査　　生息魚種、モ上生態、流下昆虫、親魚魚体調査、稚魚の降下　　　　　　　　　　　　　

生態、稚魚魚体調査

　ゥ．モの他の環境

（4）調査結果の要約

　ア．　　　　　水温　　　ＢＯＤ　　　ＰＨ　　　　Ｄ　Ｏ　　　　　ＳＳ

　　　黒部川　4.2～21.1℃　0.01～1.32ppm　7.2～8.1　10.55～13.12ppm　1.0～7.1ppm　　　

角　川　6.4～24.4　　028～21.1　　　　7.2～8.8　　8.88～1.2.30　　　　3.1～5石

　ィ，さけ親魚のそ上生態について

　　　黒部川　　河口より0.6～3.0 K771の間がさけの主要産卵楊でこの水域で全体の７０％　　　　　　　　が捕獲される。そ上期は１０月中旬～１２月下旬となっている。

　　　角　川　　河口より1.2 K77･･上流が主要産卵場で上限域は鹿熊えん堤附近となってい　　　　　　　　る。そ上期は１０月中旬～１２月中旬となっている。

（調査結果登載印刷物）

　昭和５０年度　さけ・ます増殖調査報告書　　富山水試

８　浅海増殖試験（くるまえび中間育成試験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈　倉　　　昇、木名瀬　元　夫

（目　　　的）

　　１５�篤サイズ以下の種苗をそのまま放流する場合には減耗が著しいと云われる。くるまえ　

び種苗を中間育成によって大型種苗として放流することにより放流効果を高めることを目的　

として、高岡市大田浦漁業研究会と協力して実施した。

（方　　　法）

　（1）生簑網の概要

　　　育成用生後は５×５×２ａの綾子網（網目３%、２０番クレモナ４本より）を使用し網　　

地の接合には、ピェロソフアスナーを使用した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１７－
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(2) 設置場所

藻場より約 10 0 m離れた離岸堤内に設置した。

(3)期間

8月12日-8月 21日

(経過の櫛要)

(1) 稚エピ運搬

8月12日に 10万尾の稚ェピをポリエチレン袋に1万尾づっ収容し、酸素づめとして

トラ yク輸送し50分後に生繁内に収容した。輸送時の袋内水温32'C、生策内の比重

1，7 0 0 、水温 29 'cであった。

(2) 収容密度は約4，000尾/d

(3) 10日間での飼育は、オキアミ約12. 5仰を使用した。

(4) 歩留りについては、坪刈り調査で約90%と推定された。

(5) 放獅王子の成長は、当初0.01 3 g rから0.05 g rと約3.8倍となったc

9 種苗生産試験

I ヒラメ種苗量産試験

H クルマエピ種苗量産試験

E ガザミ種苗量産誤験

(目的)

とりまとめ木名瀬元夫

前年度に引続き量産化技術開発試験を実施した。この事業は 1/2が国庫補助である。

(担当者)

堀田和夫、萩原祥信、小谷口正樹、角 祐二

(結果の概要)

(1)ヒラメ

小型定置網によって 5月 14日以降♀魚4尾が採集出来た。その大きさは BWl，O9 0 

-3，8 1 0 gr、一BL 4 6. 5 -6 7. 0 cmで・あった。

採卵は人工催熟による乾導法によって行った。ホルモン剤はゴナトロピンを使用し、
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500単位1kgとして ô~ に筋注した。

親魚からの採卵は、最高6回に及ぶことが確認され犬二。

受精率は人工採卵で 51%、自然放卵では 36%を示したが、ふ化率は人工採卵で浮上

卵に対して 27%、自然放卵ではふ化に至らず今後検討すべき問題であった。採卵時の水

温は 14. 4 -1 5. 8 'cであり、飼育水温は最高23.0'Cまで昇湿した。比重は 22-23 

と殆んど変化が認められなかった。

飼料については、当初シオミズツポワムシの投与、 16日頃からブライン・ンュリンフ.と

併合し、変定機はブライン‘ンュリンプを型態的に特大、大、中、小型に分けて投与しTこ。

1 図 2 図
シオミズツボワムシとアルテミアタンク峨鞍 収容密度と生存率との関係

(38-42日飼育〉
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飼育38 -42日で取揚け放流したが、総尾数は約5万尾であり、飼育方法別による生

存率に関しては、第2図の如くとなった。

(2) クルマエピ

使用した親魚は 13 7尾、平均体重75.6 8 grで、産卵率は完全産卵が 14.6 0 %、

一部産卵が31.39%であった。

産9敵は 2，09 6万で、生産経過は下表に示す。

産卵およびふ化状況

産卵月 日 完全産卵 一部産卵 産 卵 数 ふ化1ーアリウス数 ふ 化 率

7月 2 日 5 1 4 468万 420万 89.74% 

3 日 3 9 4 43 34 6 7 8.1 0 

4日 8 9 589 4 35 7 3.80 

5日 4 1 1 5 9 6 432 72.48 

i日>. 計 20 4 3 2，096 1，6 3 3 7 7.9 1 
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種苗生産状況

生産尾数 トン当り生産尾数|トン当り生産重量

1，178，000 

462，000 

※ 配布時の種苗サイズ
100tタンク P 2 8-P 31 体重 0.01 3 ~ 
200tタンク P44-P46 体重 0.10 0 ~ 

13β61.5尾/トV

2.4 31.6 

1782夜/トン

243.2 

生餌の餌料効率

生産重量l投餌開始時放養量!有効餌料 1餌料効率
1o 0 tタンク

2o 0 tタンク

(3) ガザミ

Zoea幼生 16 6万尾を 50トン、 5 5トン型コンクリートタンクを使用して量産試験

を実施したが、取揚歩留りは1.33%、 0.68%と低い結果を示した。

取揚尾数は、 14，80 0で、新湊市堀岡地先に放流した。

1 5. 1 5 kt; !約1.7k9 (P 2--4 1 70万尾)!131.95k9 9.8 1 

4 6.20 グ 3.8kg(P 1-3 3 80万尾)! 327.90 7.7 3 
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(4) ワカメ種苗生産事業

[目的)

ワカメ種苗の養殖事業者への配付を目的とする。

(配布先及び数量)

字波漁業研究会 1，0 0 0 m 

薮田 11 1，0 0 0 m 

太田浦 11 1，7 0 0 m 

滑川 11 2，0 0 0 m 

石田 11 2，5 0 0 m 

四万 11 500m 

言十 8， 7 0 0 m 

(調査結果登載印刷物)

第 3回日本海ブロック増養殖研究推進連絡会議報告 日水研

1 0 水産加工技術試験

高松賢二郎・菅野健治

I 地域食品点検事業調査

(白的)

本県の特産品である丸干イワシ、黒作り、ホタルイカ佃煮について、表示等の状況、品質

の状況など市販品の実態を調査および検査を実施し、消費者に購入の指針を与えるとともに、

製品の品質向上に役立てることを目的とした。

1 丸干イワシ

(実施状況)

三地区 13庖舗で 15銘柄を購入し、販売庖における商品の管理状況、包装・表示の状態

および価格について実態調査し、理化学検査、官能検査を実施した。

(1) 理化学検査項目

重量、水分、食塩分、 PH、灰分、組脂肪、酸化防止剤

(2) 官能検査項目

油焼け、光沢、不快臭、塩から味、肉質、総合評価
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（調査および検査結果の要約）

　（I）包装および表示は、１銘柄のみが良好であり、他の銘柄はいずれも不十分であった。

　（2）商品の管理状況は、１２銘柄が冷蔵庫に凍結され、「堅干」の３銘柄は陳列棚に保管さ　　

れていた。調査結果では特に問題はなかったが、油焼け防止、その他品質保持上、製品は　　

凍結保存が望ましい。

　即　ｌｏｏｙあたりの価格では「やこ干」の力が安くなっているが、一匹あたりでは「堅干」　　

の力が安くなっている。　しかしバラツキが大きいため、適正なる価格に是正されることが　　

望まれる。

　（4）水分は、乾燥程度通り「堅干」が低水分となっているが、食品標準成分表と比べて「堅　　

干」は丸干よりわずかに多いが、「やこ干」は塩イワシ、めざしより少なく、丸干より多　　

い結果であった。

（5）「堅干」の食塩分は丸干、塩イワシより多く、「やこ干」は塩イワシと同じであるが、

　全般的に、食塩分が多い傾向であった。

（6）灰分は食塩分と正の相関が認められ、食塩分と同様に灰分も全般的に多い結果であった。

（7）1銘柄のみ粗脂肪が2 3.4侈と高く、官能検査の評価も高いものであったが、脂肪の多　い丸干は油焼けを起すおそれがあるので、商品の流通を早く処理することが必要であろう。（8）官能検査のすべての項目で、試料間、パネル間ともに5多の危険率で有意差が認められた。（9）塩から味でマイナス側の評価を受けた銘柄の総合評価は高いことから、加工業者は消費　者の嗜好の傾向に留意して塩加減しなければならないことを示した。

日　官能検査結果と１０ｏｙあたりの価格との関係では、バラツキが大きいものの、大衆向　

けの安くて旨いグループと高級品のグループと価格に対して品質を改善すべきグループに　

分けられた。大衆向けグループはすべて「やこ干」の銘柄で、高級品グループは「堅干」　

の力が多い傾向であった。

２　黒作り

（実施状況）

　　三地区１４店舗より１９銘柄を購入し、丸干イワシと同様の力法で実施した。

　（1）理化学検査項目

　　　重量、水分、食塩分、ＰＨ、灰分

　（2）官能検査項目

　　　光沢、熟度、芳香、塩から味、舌ざわり、総合評価

（調査および検査結果の要約）

　（１）１９銘柄すべて包装されていたが、食品衛生上、二重以上の包装形態が望ましい。

　（2）品名、製造業者名、住所はすべての銘柄に表示してあったが、製造年月日の表示は、是　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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非とも必要である。

(3) 販売屈における商品の管理状況は、 19銘柄中 11銘柄が低温保管されていたが、品質

保持上「要冷蔵」の表示をつけ加え、低温管理する必要がある。

(4) 1 0 0 '1あたりの価格は、包装形態によって差が認められたが、バラツキが見られるの

で、適正なる価格の是正が望まれる。

(5) 食品標準成分表のイカ塩辛と比べて、水分はほぼ同イ直であるが食極分と灰分はやや多

い結果であった。 PHは特に問題はなかった。

(6) 官能検査の全検査項目で試料問、パネル聞ともに 5掃の危険率で有意差が認められたが、

塩から味で19長柄中 12銘柄がマイナス側の評価を受け、そのうち 8銘柄が総合評価で

もマイナスとなっていた。このことは、パネル員が塩から味の強いものほど総合評価を低

く評価していることであり、一般的に塩から味の強いものは好まれないようである。した

がって今後業界は、消費者の噌好に留意した製品に研究努力され、品質の改善されること

が強く望まれる。

(7) 1 0 0 '1あたりの価格と官能検査結果との関係は、価格が高いから、一概に旨いとは限

らず、安いからといって不味いとは限らないことから、品質に応じた適正なる価格に改善

されることが望まれる。

3 ホタルイカ佃煮

(実施状況)

三地区 7J苫舗より 9銘柄を購入し、丸子イワシと同様の方法で実施した。

(1) 理化学検査項目

重量、水分:食塩分、 PH、灰分

(2) 官能検査項目

光沢、硬さ、こげ臭、味の調和、総合評価

(調査および検査結果の要約)

(1) 9銘柄すべて包装されていた。佃煮は、本来広範囲に流通しうる保存食品であるから、

食品衛生上特に問題はないと考えられる。

(2) 表示において 9銘柄中 6銘柄がすべてを満足していたが、量目で3銘柄、製造年月日で

2銘柄が表示されていなかった。

(3) 販売庖における商品の管理状況は、佃煮自身保存食品であることから、特に問題はない。

(4) 1 0 0 '1あたりの価格のバラツキが大きいことは、ホタルイカの魚価が不安定であるこ

とによると考えられるo

(5) 食品標準成分表の水産物佃煮と比べて、水分はほぼ同程度、灰分はやや多い結果であっ

た。 PHは、各種佃煮と同程度であるが、食塩分は各銘柄により差異はあるが、 3-5%

-23ー



W

　ものが多い。

（6）官能検査の全検査項目で試料間、パネル間ともに危険率５侈で有意差が認められたが、

　検査項目ごとのパネルの平均点の合計では、光沢以外はすべてマイナス側であるため、富　

山県の水産特産品として、業界のなお一層の開発研究努力が望まれる。

閉　１ｏｏｙあたりの価格と官能検査結果との関係は、バラッキが見られ、必ずしも価格の　

高い安いと評価の高い低いとは、相関がないため、品質にあった適性な価格が望まれる。

（試験結果登載印刷物）

　昭和５０年度　地域食品点検事業調査結果報告書　富山県

Ｈ

淡水魚の利用加工試験

コイ・ニジマスの煉製品の試作

（自　　　的）

　　県内養鯉業者の鮮魚（洗いなど）出荷以外に、加工品として製品開発とその指導および普　

及を目的とした。

（実施状況）

　（1）製造方法の概要

　　　コイ原料魚→頭割り→二枚卸→中骨・えら・内臓除去→水洗い→塩漬（２５侈食塩量・　　

２日間・重石）→肋骨除去→上下漬換え→整形→塩抜き（清水で数回・約１２時間）→風　　

乾Ｃ５時間）→調味液漫漬（砂糖・化学調味料・みりん・香辛料などに約４時間）→風乾　　

（４～５時間）→煉煙（２５℃・５日間）→アルコールで拭く→サラダ油塗布→真空包装

　　　ニジマス原料魚→頭部除去→内臓・中骨除去→ひれ部除去→三枚卸→小骨除去→水洗い　　

→塩漬（１０～１５多食塩量２～３日間重石）→上下漬換え→整形→塩抜き（冷淡水で－　　

夜）→風乾（１夜）→調味放漫漬（砂糖・化学調味料・みりん・５時間）→風乾Ｃ４～５　　

時間）→煉煙（７～１０日間）→アルコールで拭く→サラダ油塗布→真空包装

　（2）普及および指導

　　　煉製品の一般的製法、淡水魚の煉製品の製造方法、煉製品製造上の諸注意について、と　　

りまとめて印刷物として、水産課を通じて普通指導した。

（試験結果登載印刷物）

　　淡水魚の利用　第１集煉製品について　富山水試　　　　　　　　　　　　　　　　　

－２４－
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1 1 富山湾水質環境調査

I 富山湾水質パトロール
菅野健治・高松賢二郎

(目的)

富山湾沿岸部における水質環境は、都市化・工業化の進んだ富山・高岡地区を貫流する神

通JII・小矢部川両河川水の流入により汚渇し、赤潮による二次汚染も生じているが、汚濁河

川の浄化対策にともない海域でも徐々に清澄化に向いつつある。しかしながら、汚濁河川末

端の順調な改善に対し、河口周辺で、の高濃度域の縮小は認められるカk拡散域やその他の沿

岸部等の低濃度域ではほとんど変らない状況にある。

今年度は、富山湾への環境基準設定前年度として、沿岸部の水質パトロールにより水質の

現況を概略的に監視せんとするものである。

(実施状況)

(1) 調査期間

(2) 調査地点

(3) 調査水深

(4) 調査船

(5) 調査項目

5 0年4月-51年3月年6回

富山湾沿岸字波~朝日地先において沿岸より 2km..4kmで30地点、

表層

はやっき

水色、透明度、水温、塩分、 PH、DO、ss、CODCアルカリ法)

(調査結果の要約)

(1) 4月期においては、清浄域は全く認められず、全般に水色・透明度も悪く低械となり、

湾西部で通常の小矢部川前面から東より沿岸での汚濁を示すのに対し、湾東部では弱い

赤潮の発生により広範囲にかなり悪化していた。

(2) 6月期においては、ほとんど全域で汚濁し、湾西部を中心とするかなり強い赤潮によ

り氷見~四方地先で著しく汚濁し、入善~朝日地先でも汚濁し、赤潮による二次汚染が

主となっている。通常の初夏の汚濁であるが、極めて広範囲であるとともに、発生域か

ら頻発海域である岩脚色先が放け湾東で弱いのが特徴的であった。

(3) 8月期においては、湾東を中心とした夏期の通常の赤潮発生パターンを示し、湾沿岸

全波で汚濁し、湾東を中心に著しく、赤潮による二次汚染が顕著骨こ現われ、水色の悪化

透明度の低下、中塩分、高PH、高DO、高ss、高CODを示していた。
(4) 1 0 -1 1月期においては、海伽:やや悪かったにもかかわらず、汚濁河川の影響に

による拡散域での汚濁に加えて、湾西部及び魚津地先での弱い赤潮による二次汚染で、

ほぼ全域にわたってやや汚濁してい7こ。
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圈　１２月期においては、湾東部で風波があり、湾西部沿岸で小矢部川による汚濁がわずか　

に生じているにすぎず、全般にやや良好な状況である。

（6）3月期においては、河川水の影響がかなり強く、汚濁の程度は軽微ではあるが、かなり　

の範囲に及んでいた。春期の通常の状況であろう。

巾　６回の調査の平均水質は、水色・透明度でほとんど清浄域は隠られず広範囲に悪化し、

　塩分でもほぼ全城中塩分域となり、ＰＨでも８．３台が広範囲にわたり珪藻赤潮の影響が　

顕著で、ＳＳ、ＣＯＤでも清浄域はほとんどなく、広範囲の汚濁となっている。

（8）今年度は、例年の汚濁パターンと異なり、汚濁河川流入域の汚濁とその他の海域の汚濁　

がほとんど変らなく、汚濁域が拡大している状況となり、赤潮による二次汚染の上乗せの　

影響が極めて大きくなっている。

（9）過去の水質パトｐ－ルでの赤潮の発生頻度は、多い海域で３回／１２回と３０侈以下で　

あるのに対し、今年は３～４回／６回と５０侈を越え、赤潮の発生期間が長期間に及び発　

生頻度が高くなっていると云えるとともに、変動の極めて大きい海域での調査として年６　

回では平均水質を明確に現わせないようである。

（調査結果登載印刷物）

　昭和５０年度富山湾水質環境調査

Ｕ　富山湾底質調査

富山湾水質パトロール　　富山水試

菅　野　健　治・高　松　賢二郎

（目　　　的）

　　富山湾の底質環境については、昭和４４年から各種の調査が実施されているが、一部の水　

質汚濁の著しい海域や問題発生海域に限定されている。今年度は、富山湾沿岸部全域を等間　

隔に採泥を行った昭和４８・４９年度水銀等汚染対策調査の底泥の一般項目の分析により、

　富山湾沿岸部全域の底泥の性状を明らかとするとともに過去の調査をあわせて検討し、富山　

湾全域の底泥の汚染状況等一一-般性状を把握し、富山湾清浄化の基礎資料とするものである。

（実施状況）　

（1）分析期間　

（2）調査地点

５０年･6月～１２月

富山湾沿岸宇波～宮崎地先を２知間隔に、湾西部で沿岸より２知、４知、

湾東部で沿岸より１知、３ｈで７９地点

（3）調査項目　　外観、色、臭、粒子組成、ＩＬ、ＣＯＤ、硫化物

２６－



(調査結果の要約)

(1)富山湾における微細泥率と水深の関係は、約200-300mまで水深とともに増加す

る傾向が見られ、 75-250mで90%以上が多く出現するが、 30 0 m以深ではバラ

ツキが大きく安定した関係が見られず、約300-1.000抗まで20%以下の砂質部も

出現する。

(2) 海域別の分布は、 90%以上で氷見~水橋沖の陸棚の外の水深約100-300机の急

傾斜部や海谷の縁に集中して範囲はやや狭く 70%以上は、その周囲と滑JJ/-生地沖の約

100-300m，氷眉瞬、湾中央部とかなり広くなる。沖合部では大部分70係以下で¥沿岸醐目

および湾東沖部で30%以下と極めて小きくなり、全般的に湾西部で高い傾向にあるo

(3) 1 Lでは、 10 係以上が氷見前・沖および小矢部川、神通川、魚津前と極地的で狭心

8%以上もその周囲と高微細泥率域と極地的で、湾西部で湾東部に比較し高い傾向が生じ

ている。

(4) CO Dにおいても、 1Lと同様に氷見、小矢部)1r前・沖および神通JJ/、魚津前で20 

m~/g 以上が極地的に生じ、 1 5 mg/ 9以上もその周辺と高微細泥率域に限定されるが、

範囲はかなり広くなり、湾西部でやや高い傾向にある。

(5) 硫化物では、調査範囲が沿岸部に限定されるため沖合部は不明であるが、氷見、小矢部

川、神通川前.・沖および水橋、魚津前で0.2mr;/gを越え、かなり広範囲で高値が生じ、

0.1 mg/ 9以上もその周囲でやや範囲が広くなっているo

(6) 富山湾の底質の汚染として水産環境水質基準CCOD 201119/ム硫化物0.2mg/9) 

により区分すると、汚染域は極地的でさほど広くないが、氷見前・沖、小矢部川前~沖、

富山新港沖、神通川前~沖、白岩川、魚津、黒部前と湾内に分散している。

(7) 底土汚染の把揮に微細泥率で補正した汚染度による表示を行うため、富山湾において湾

中央の基準海域の 1L、CODと微細泥率の相関

1 L = 0.0 7 6 x微細泥率+1. 3 7 C r : O. 9 2 8 ) 

C 0 D=  0.1 9 6 x微細泥率十 2.02 C r : O. 8 9 2 ) 

を用いると、 1L汚染度の分布は、汚染を明確に表わしていないようであるが、 COD

汚染度の分布は、1.5以上で氷見沿岸、小矢部JJ/、神通川前、魚津沿岸で極地的に生ず

るにすぎず、大部分1.5以下で、陸棚部および湾東沖合の大部分で0.5と良好であった

とともに、湾西部で湾東部に比較しやや高い傾向にあり、富山湾の底質の汚染状況をか

なり明確に表わしている。

(8) 富山湾の底質の汚染状況は、汚濁河川前面の海谷部および湾の両端の氷見、魚津沿岸

を中心にその他の海谷の先端部に限定され、湾沿岸部全域に分散するが、経地的で狭く

沿岸陸棚部の汚染はほとんど認められなし、。

(9) その原因としては、汚濁河川から流入した汚染物が浅海域で海底地形条件から波浪等

により海谷、陸棚の縁等に集められることおよび湾の両端の氷見、魚津沿岸でのややく
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ぼんだ地形、流動パターンによる湾奥からの流動の停滞、環流域にあたるためで、あろう。

(調査結果登載印刷物)

昭和 50年度富山湾水質環境調査 富山湾の底質について 富山水試

E 定置汚水拡散調査
高松賢二郎・菅野健治

(民的)

富山湾の汚濁の現状は、定置漁場にも及んでおり、漁業者自からその実態を把握し、環境

浄化に努めようとするもので、県漁連と水産試験場が加わり、水質の現況、悪化原因の解明

および漁獲量との関係を究明する。

(方 法)

(1) 採水地点 宮崎~字波の定置漁場29地点

(2) 採水方法 表層、 6地点のみ、表層、 20m、50 m 

(3) 調査項目 天候、風向、風力、波浪、ウネリ、流向、潮流、採水時間、水温、漁獲量

(4) 分析項目 PH、塩分、 ss、COD
(5) 調査回数 5 0年4月-51年3月 毎月 1回計 12回

(調査結果の要約)

(1) 表層水の分析項目の最大値~最小値は、 PH 9. 2 0 -6. 8 5、塩分 33.8 0 %0 -0.62 

%0、COD8.1 5 P pm - O. 3 9 P pm、ss は 52.3 P pm-O.7p pmであった。
(2) PHは、河川水の拡散状況と赤潮の発生状況により変動しており、塩分も河川水の拡散

状況、海域の水塊の停滞現象、さらに外洋水の突込み状況により変動している。

(3) CO Dは、宮崎、魚津、新湊(一部)氷見海域の 17地点で上昇し、神通川、小矢部川

拡散域の 9地点で低下していた。

(4) S Sは、湾西部のほとんどの地点を含む 19地点で上昇し、 7地点で低下していた。

(5) 県内の河川で最も汚濁が著しし、小矢部川、神通川河口部のCODの変化は、年度毎に低

下の傾向を示し、小矢部川前で、 50年度は 46年度の約きし神通jlj前で49年度は46

年度の約tに低下している。
(6) 平均COD負荷量は、小矢部川前で 46年度から47年度にかけて減少したが 48年度

から再び増加の傾向を示し、神通川前で47年度をピークとして減少の傾向を示している。

(7) CODC濃度)の経年変化では、両河川とも年度毎に低下傾向であったが、河川流量の
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変動により COD負荷量では、濃度の低下に対して減少傾向は示していない。 COD負荷

量では、神通川拡散で水質の回復が期待されるが、小矢部川拡散では、さらに河川での負

荷量の軽減を計らなければならない。

(調査結果登載印刷物)

昭和 50年度定置汚水拡散調査報告書 富山水試

1 2 黒部川魚族資源環境調査(あゆ資源調査)

奈倉昇・木名瀬元夫・菅野健治・角祐二

(邑的)

黒部川のあゆを中心とする有用魚族の資源量、生態を把揮するとともに、河川環境も考慮

し、 今後黒部川の有用魚族の増殖対策及び合理的な資源維持管理を推進することを目的とす

る。

(調査項目及び方法)

(1) 産卵期間

(2) 産卵場所

(3) 仔あゆ降下量

仔あゆ降下量については、左右岸にロープを横断し、それに採集ネット 2基(口径 50

X50cm HGG54)を 10分間水面下に垂下し、 2時間毎に 24時間の調査を実施し

--I~。

(結果の概要)

(l) 産卵期聞は9月から 10月と推定された。

(2) 産卵場所については、黒部川本川附近では今回の調査では確認されず、河川の人江や、

河口附近の支川での産卵が認められた。

(3) 仔ぁゅの降下のピークは、 18.00-22.00の聞に形成された。産卵場と河口までが

約1帥程度で、あるので、降海は短時間で終了すると思われる。

(4) 降下量に関しては、 3回の調査でO.9尾、 0351.7尾/secとなり、 1日平均降下量は、

42.0 0 0尾、 1ヶ月で約12 7万尾と極めて少ない結果を示した。

〈調査結果登載印刷物)

昭和50年度黒部川魚族資源環境調査年報富山県水産試験場
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1 3 赤潮等対策調査

高松賢二郎・菅野健治

I 水質調査

(固的)

富山湾における赤潮の発生機構の究明するため、発生状況および富栄養化状態の把握を調

査した。

(調査内容の概要}

(l) 調査期間 5 0年度の偶数月(年6回、 51年2月の栄養塩類は欠測)

(2) 調査地点 宮崎~氷見の沿岸域12地点の表層

(3) 調査船 はやっき

(4) 調査項目 水色、透明度、水温、塩分、 PH、DO、ss、COD、T-P、DTP、
P04-P、PN、DON、NH4-N、NOz-N、N03-N

(水質調査結果の要約)

(l) 本調査で確認された赤潮は、 4回あり 4月下旬、 6月中旬、 8月下旬、 10月下旬-11

月上旬で長期化の傾向が見られ、 6月、 B月は特に強い赤潮であった。

(2) 調査月別の各態リンの平均濃度では、 T-Pは2.25μ9-a t/1..-1.0 7μg-at/.ふ

PPは1.3 2μfI-aV之-0.17μfI-aV之、 DOPは0.93μg-at/.乙、-0.47μfI-at 

/1..、DIPは0.68ttg-a t/.か 0.23ttfl-at/1..でT-PとPPは4月、 DOPとDIPは10

月に最高値を示した。

(3) 調査月別の各態窒素の平均濃度では、 T-Nは28.61ttfl-at/1..-8.58ttg-at/之

PNは 10.7 6μg-a t/1..-l. 3 2μg-a t/1..、 DONは 11. 6 9μg-a t/1..、 3.85

μLaVfpINは9.86μfI-aVト1.51μfl-at/乞で、 T-N，PN、DINは4月、 DON

は 10月で最高値を示している。

(4) 調査地点別の各態リンの平均濃度では、 T-Pは2.15μg-at/1..-1.13μfI-at 

/ム PPはO.9 8μg-a t/1..-0.31μg-a t/.乙、 DOPは0.89μfI-a t/1..-O. 4 2 

μfI-at/.l. DIPは1.03μg-at/1..-0.18μfI-a t/~とであり、 T-Pは湾奥部の海域

で高くなっている。

(5) 調査地点別の各態窒素の平均濃度は、 T-Nは24.91μfI-at/1..-11.10 μg-av，t 

PNは7.26μg-at/.乙-1.65μg-a t/.乙、 DONは 11.91μg-at/1..-4.9 5μg-at 

/1..、 DINは12.70 μg-a t/.乙-1.1 6μg/1..で、 T-Nは湾奥部で湾東部の2倍

の高濃度海域となっており、 PN、DINでも、湾奥部が高濃度となっている。
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(6) 各態リン、窒素と塩分との関係では、 T-P、DIP、T-N、PN、DIN(NH4一

N、NOz-N、N03-N)との聞に負の相関が認められ、栄養塩類の補給機構の中で、

陸水からの補給が最も大きいことが考えられた。

(7) T-N/T-P、DIN/DIPは、 6、8、 10月に窒素が少なく、 4、 12月に窒

が多くなっており、神通川拡散域では、赤潮発生の下限条件を絶えず満足していた。

(8) 富山湾沿岸域の富栄養化の現状は、 ( 4 8年度調査との対比)D 1 P、DINでは約2

倍、 NH4 -NVt 4. 9倍、 NO3 -Nft 1. 3倍、 50年度が増加しており、透明度も約三

に低下し、 CODは、ほとんど変化がないものの、富栄養度では 2.5倍に高くなってきて

いた。

(9) 富栄養化現象のは握のためには、年5回の調査回数の平均値では、不十分であり、今後

調査回数の増加および調査海域、水深の鉱大が必要であろう。

昭和 50年度赤潮等対策調査結果報告書富山水域

H プランクトン調査
奈倉 昇

(白的)

富山湾の赤潮発生多発水域である富山滑川沿岸水域のプランクトン発生現況について調

査をする。

(調査内容)

(1) 調査期間 4月-3月(各月 1回)

(2) 調査地点 富山~滑川沿岸水域の3定点

(3) 調査水深 0-10 m 

(4) 調査項目 プランクトンの発生濃度、発生種類、発生分布量及び水温、塩分

(5) 調査結果の要約

(ア) 本調査の中で赤潮の発生は 5月上旬、 8月下旬、 9月上旬にみられ、特に8月下旬~

9月上旬に強い発生がみられた。

れ)赤潮の発生プランクトンの種類、水深は従来のパターンと変らなかった。すなわち、

種類としては、 Skeletonema.costatum. Chaetocelos . SPPの珪藻類が主体

で、この他にNit z s c h i a . s e r i a t aが準じていた。又、発生水深は表層附近に限ら

れ、 10m層になると Copapodaeを中心とする模脚類で占められた。
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わ)発生濃度は8月下旬、滑川水域の表層でSkeletonema8X104/，仁氏 9月上旬では、

同海域で 5X10
4
/C.Cを各々示し、この期聞が本年度では最も強い赤潮の発生期であった。

伺 不ットによる定量採集での沈澱量は、 9月上旬に富山市水域の表層で420抗を示し

たのが最高値であった。

1 4 淡水魚族試験指導

I コイの細菌感染と穴あき病(指定調査研究総合助成事業)

宮崎統五角 祐二・木名瀬元夫

(昌的)

全国的に大きな被害を出している穴あき病の原因を究明すると共に予防、治療法を確立す

る事を目的とする。 1/2国庫補助

(実施の状況)

(1)発病部位について

(2) 外部寄生体について

(3) 治療試験について

(4) 分離細菌の病原性及び性状について

(結果の概要)

(1) 発病部位は、頭部に少かったが、他の部位については特に出現頻度がかたよる事はなか

った。

(2) 外部寄生体については、水カピ、エピスティリス、コスティラ、キロドネラ、 トリコデ

ィナ、ギログクチルス、白点原虫、イカリムシが見つかっているが、特に共通的に出現す

る訳ではなく、直接的な関連性はうすいと思われる。

(3) 治療試験は、ニフルプラジン、スルフイソゾール、オキシテトラサイクリンによる薬浴、

高温度飼育、ポピドンヨード剤塗布及びスルフイソゾール、オキシテトラサイクリンの経

口投与を行った。結果は高温度飼育、及びポピドンヨード剤塗布が最も良く、他の方法は

水温が低かった事とあいまって充分な効果がみとめられなかった。

(4) 分離細菌の病原性及び性状検査を行い、高い病原性を持つAeromonuas.hydrophi la 

と推定される菌株を検出しすこ。
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（研究結果登載印刷物）

　　昭和５０年度指定病害研究総合助成事業病害研究報告書　　　　　　　　　

（コイの細菌感染症と穴あき病）

Ｈ　遡河魚類魚道調査

富山水試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈　倉　　　昇

（目　　的）

　　遡河魚類資源の増大のために天然における拡大再生産を図ることは目下の急務である。こ　

のため遡河魚類の天然における拡大再生産を防げているダム、農業用頭首工等の河川工作物　

に効果的な魚道を設置するための基礎資料を得ることを目的とする。

（調査方法）

　1.期　　間　　５ ０．９～５１,３　２．　対象河川

　　小川（２級河川）　

3.調査項目

　　（1）自然的条件

　　（2）生物学的調査

　　（3）社会経済的調査

　　（4）魚道設置調査

（結果の概要）

　1.流路延長１６,７９知、流域面積9 0.0知２

　２．　生息魚類は、あゆ、うぐい、よしのぼり、かじかの４種

　3.水温は８月にＭｌｘ ２４℃、１月にMax 6℃となる。

　4.　生活環境の保全に関する環境基準及び水産用水基準と比較すると、全般的に全域で満足　　

している。

　5.流量については、４月融雪期で８～１０ぜ／ｓｅｃ、減氷期は８月で1～3ぜ/sec

　6.　水生菌、原生動物が認められず、水生昆虫蛉蟻目、双掴目が多く好餌料条件を備えてい　　

る。

　7.そ上さけ親魚は、年々増加の傾向にあり、５０年には４４０尾であった。

（研究結果登載印刷物）

　昭和５０年度　遡河魚類魚道調査報告書富山水試

－３３

ﾐ"!9"

１

１
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１５　温排水利用養魚試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　田　和　夫・木名瀬　元　夫

（目　　　的）

　　火力発電所から排出される温排水の有効利用を図るため北陸電力㈱富山共同火力発電所と　

共同で温排水を利用して親魚養成、種苗の中間育成試験を行う。

（試験経過の概要）

　（1）飼育魚類の状況について

　（ｲ）くるまえび中間育成

　　　種苗約３ ０,０００尾について砂床方式と生簑方式で行った結果は次の通りである。

�調査月日 �体長（ｎ）�体重(y)�経過日数�体　　　　　　色

ＡＰネッ　ト �１０／ ８ �4 0.0 �0.84 �３３ �青味がかった透明体

３,０００尾 �１０／１７ �4 5.0 �1.20 �４６

砂　　　　　床 �１０／ ３ �3 6.5 �0.65 �３３ �縞模様

２,７００尾 �１０／１７ �4 6.5 �1.35 �４６

　減耗率がＡＰネットで６５侈、砂床で５０俤であった。

㈲　まだい親魚の産卵状況

　　通年飼育中の親魚Ｓ♀３３尾（Ｂ．Ｌ、４５ａ、Ｂ．Ｗ、２５匈）からの採卵状況は　

下表のとおりである。未利用も含めて１ ５８万粒となった。

　　　　　　　　　　　　　（真鯛の採卵状況）

産卵月日 �産卵総数 �浮　上　卵 �沈下卵 �ふ化数 �採卵量
５．１９

５．２０

５．２１

５．２２

５．２３

５．２４

５．２５

５．２６

５．２７

５．２８

５．２９

小　計 �　４３,８００　１５,３００１

３９,３００　６１,５００　７１､９１０　７８,０００

　２６,３００　

４５,２００　

６２,３００　

８５,１００

１０２,０００

７３０,７１０�　２４,１００　１２,５００　３１,１００　１４,４００　１９,２００　７３,４００　　６．８００

　３９,６００　

３２,５００　

３２,３００　

８８,６００

３７４,５００�　１９,７００　　２,８００１０８,２００　４７,１００　５２,７１０　　４,６００　１９,５００

　　５,６００　

２９,８００　

５２,８００　

１３,４００

３５６,２１０�　２０,０００　１０,０００　２５,０００　１１,５００　１

５,３００　５８,７００　　５,４００

　２５,７００　

２７,６００　

３７,４００　

５３,９００

２５２,９００�　４０ＣＣ　１５　８５　４０　２０

　１５　

１５　

２５　

６０　

５０　

６０

４２５

一Ｉ

３４－



1 6 伏木富山港水質環境調査

奈倉 昇

1 調査昌的

新湊市堀岡水域で異常発生し、地先で操業している刺網に多量に付着、被害を及ぼした植

物プランクトン珪藻類Glyphodesmis acus MANN(以下G.acusと略称)の発生源究明及

び富山新港西側突提西埋立地で行われている伏木港湾内の、凌諜土砂投棄工事と G.acusの発

生、増殖との関連性について調査する。

2 調査項届及び担当者

(l) G. acusの発生源究明調査

ア.堆積物調査 ※教諭

イ.付着物調査 研究員

巴本 11関亮

奈倉 昇

(2) 凌深土砂の投棄工事と G • acusの発生、増殖影響調査

ア.刺網付着物調査 研究員 奈倉 昇

イ.プランクトン調査 11 小谷口正樹

3 調査結果の要約

3月下旬に堀岡地先で異常発生した珪藻について、その発生源の究明及び新港西防波堤西

埋立地での凌深泥の投棄工事がその珪藻の発生増殖に及ぼす影響について調査を実施しその

結果について検討考察し次のような結論を得た。

(1) 堀岡地先で異常発生した珪藻は日本からの未報告稀種である海産珪藻glyphodesmis

acus NANN(以下G.acusと称する)と同定された。

(2) 3月下旬堀岡地先で操業している刺網に被害を及ぼした大量の付着は珪藻の群体で検鏡

した結果その 99. 5 %はG.acusで、占められていた。

(3) 堆積物中の珪藻分析によってG.acusの含有量を調査した結果、伏木港湾内凌諜土砂投

棄地点にはG.acusは全く認められず結局G.acusの発生源は富山新港東防波堤の東側、

堀岡の沖合、酒樽定置から中小路定置の間水深 15 -3 0机附近にあると思われる。

(4) G. acusの由来は北洋材伏木港からの、淡諜土砂からでなく 19 6 9年にすでに庄海谷

5 10m附近で認められていることから以前すでに生育していた。

(5) 4月4日以前の波書長土砂投棄工事による投棄泥の流出濁りの拡散がG.ac凶の発生、増

殖にいかなる影響を与えたかは推定できないが、その後の9月中旬からの改良工法による

工事再開後のG.acusの発生、増殖はごく微量認められるが、 5月下旬以降の工事中断期

に比べて減少傾向にあり、その影響は認められなし、。

(6) 3月下旬-4月上旬に異常発生したG.acusは4月中旬に至って肉眼的には急激に減少
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　したが依然G.acusの刺網付着優占度は高かくこの傾向は７月下旬まで続き８月上旬以降　

になってようやく微量となった。しかしながら、G.acusは１０月に至ってもなお現存し　

ている。

（7）G.a。sの刺網大量付着原因は発生源水域の海底に異常発生したG.acus塊が高波浪寄　

り廻りによって海底がまきあげられ、中佐層の設置している刺網に付着したと考えられる。

（8）G.acusの異常発生の大きな原因は発生時期、底質の性状から考えて発生源附近の底質　

の富栄養化でなく富山湾に発生する珪藻の赤潮要因となっている。沿岸水域の水質の富栄　

養化によるものと考えられる。

調査結果登載印刷物

　　昭和５０年度　伏木富出港水質環境調査報告書　（富山水試）

１

３６－



昭和 50年度職員予算施設等の概要

1 職員現員数 5 1. 3.3 1現在

区 分 庶務課 漁業資源課 第 18富山丸 利用増殖課 はやっき

場 長 1 

次 長 1 

課 長 1 1 1 

船長・機関長 2 1 

主 事 1 

研 究 員 4 4 8 

技 . 単労 2 7 2 

計 6 5 1 3 9 3 

合計 3 6 

2 職員の配置
5 1. 3. 3 1現在

課 名 職 名 氏 名 異 動

場 長 小坂光昭

次 長 相川克己

課 長 松井省三 5 O. 1 1. 1富山土木事務所から

主 事 高田幸子
庶務課

技 士 浦田 文 男 5 O. 1 1. 1魚津土木事務所から

助 手 北条雄也

課 長 西野健雄 50 4. 1水産課漁港係長から

研 究 員 山田 稔

// 油谷三郎

λ， 今村 明

/1 土井捷三郎

漁 業 第18富Jl.I1:L船長 浦本己之重
資源課

Jγ 機関長 池田時夫

// 研究員 中島信行

// ノ〆 金谷鶴作

// グ 相 川栄松

// // 田 中孝世
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第18富山丸投士

11 必γ

11 11 

d円切' 11 

11 甲板手

11 11 

11 λγ 

課 長

研 究 員

11 

11 

fU 用 11 

増殖課 λr 

〆〆

11 

グ

はやっき船長

11 技士

11 f〆

3 昭和50年度予算

事 業 名

場 費

第 1 8富山丸経常費

はやっき経常費

漁況海況予報事業費

沿岸漁業観測事業費

沖合漁場開発調査費

定置漁業技術改良試験費

沿岸重要資源委託調査費

河口通過稚魚観測事業費

浅海増殖漁場環境調査費

種苗生産試験 費

水産加工技術試験研究費

富山湾水質環境調査費

立塚菊次

新タ寅信

深井敏男

堀切忠行

谷井富造

西浦 正

竹嶋文夫

木名瀬元夫

奈倉 昇

菅野健治

萩原祥信

堀田和夫

高松賢二郎

宮崎統五

角 祐二

小谷口正樹 5 0.4.1 6新規採用

寺岡 広

桐沢長一

谷林義輝 5 0.41臨海工業地帯建設局から

予算額 備 考

7，163押 国補(研修)20 0千円(1/2 ) 

28，869 

3，985 

2.392 国補1.1 9 6千円(1/2 ) 

1.563 

1，854 

619 

346 国委 3 4 6千円

432 国補 2 1 6千円(1/2 ) 

322 

6，150 国補1，400千円(1/2) 

219 

459 国補 489千円(1/2) 
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事　　　業　　名 �予　算　額 �備　　　　　　　　考

漁村青壮年育成対策事業費

あゆ資源調査費

赤潮等対策調査費

淡水魚族試験指導費

温排水利用養魚技術試験費

水産試験場移転建設事業費 �　　　５２６　　　５７４　　１,０９３

　　１,０３０　　　

５９４

１１９,８２８�国補　２６３千円（１／２）国委　２３３千円国補　４００千円（１／２）

合　　　　　計 �１ ７８,０１８

４　施　　設　（新設分）

　　昭和４７年度から本場移転建設事業を進めているが、本年度は下記施設を新築した。

　　（移転先：滑川市高塚）

本　　館　　

　Z芦　　　

が　　

　〃

ｶ ″

Z 「

〃

Z 戸

本
電
衛
空
電
研

工
　
工
　
工
　
工
　
工

作
気
生
調
話

究設備工

事
事
事
事
事
事

発電機室及びポソプ室

事 務　　　費

（前年度繰越分）

　　　　　フエソスエ事　　　　　

動力自動化工事　　　　　

循環装置工事

｜

６２,０００千円２

２,４００

　６,０００

　７,７００

　１,８３８

１８,０００

　１,６００

　　２９０

３,８１ ０千円１,６８０

１,１ ０ ５

－３９－
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